
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
二
回
）） 

「
巻 ま

き 

向 む
く 

の 

川
」
～
河
を
詠
む
～ 

・「
巻
向
の
川
」
は
奈
良
県
北
部
奈
良
盆
地
の
南
東
部
に
「
神
の
い
ま
す
と
こ
ろ
・ 

神
を
祭
る
と
こ
ろ
と
」
し
て
有
名
な
山
で
桜
井
市
に
あ
る
「
三
輪
山
」
の
北
東
に
あ

る
巻
向
山
（
標
高
５
６
７
。
１
ｍ
）
よ
り
発
し
三
輪
山
の
北
裾
を
西
流
、
上
流
は
急

流
を
な
し
、
下
流
は
穴
師
（
大
字
）
の
南
方
を
経
て
奈
良
県
及
び
大
阪
府
を
流
れ
大

阪
湾
に
注
ぐ
大
和
川
の
上
流
の
呼
称
で
あ
る
初
瀬
川
に
合
流
す
る
。 

・
こ
の
巻
向
の
川
（
流
れ
て
い
る
場
所
に
よ
り
穴
師
の
川
・
痛 あ

足 な
し

の
川
と
詠
ま
れ
て

い
る
。
）
に
つ
い
て
万
葉
集
に
次
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。 

１
）
巻
向
の 

痛 あ
な

足 し

の
川
ゆ 

行
く
水
の 

絶
ゆ

る
事
な
く 

ま
た
か
へ
り
み
む 

 
 

 
 

 

作 

者 

柿
本
人
麻
呂
歌
集
（
巻
七―

一
一
〇
〇
） 

（
解
説
）
巻
向
の
痛
足
の
川
を
流
れ
ゆ
く
水
の
よ
う
に
、
絶
え
る
事
な
く
、 

こ
の
川
の
景
色
を
、
ま
た
来
て
眺
め
よ
う
。 

・
痛
足
は
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
穴
師
（
大
字
）
を
指
し
て
い
る
。 

２
）
黒
玉

ぬ
ば
た
ま

の 

夜
去
り
来
れ
ば 

巻
向
の 

川
音
高
し
も 

あ
ら
し
か
も
疾 と

き 



 
 

 

作 

者 

柿
本
人
麻
呂
歌
集 

（
巻
七―

一
一
〇
一
） 

（
解
説
）
夜
に
な
っ
て
来
る
と
、
巻
向
の
川
の
音
が
高
い
よ
。
山
の
嵐
が 

烈
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。 

・「
黒
玉

ぬ
ば
た
ま

」
の
現
代
名
は
「
ヒ
オ
ウ
ギ
（
ア
ヤ
メ
科
）」
で
、
海
岸
や
山
地
の
草
原
に
生

え
る
多
年
草
の
花
で
草
丈
は
５
０
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
そ
の
実
は
漆

黒
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
黒
い
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
万
葉
集
で
は
黒
さ
を
表
す

言
葉
で
「
夜
、
夕
、
今
夜
、
月
、
夢
」
等
の
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

歌
で
は
「
夜
」
の
枕
詞
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
参
考
文
献
）
澤
潟
久
孝
著
「
万
葉
集
注
釈
」・
大
貫 

茂
著
「
万
葉
花
の
名
歌
」
等 

（
写
生
地
）
三
輪
山
の
北
裾
（
桜
井
市
箸
中
）
を
流
れ
る
巻
向
川
と
背
景
に
三
輪
山
を

描
く
。
（
池
田
杏
花
） 

 


